	開催セミナー

	第５回　東京農楽マッチ勉強会

	日　時
	2020年2月15日 (土)

　　13:30～17:00
	場　所
	東京都中央区日本橋富沢町７－１ ザ・パークレックス人形町　マイナビ農業   農mers Cafe

	講　演　者

	古田圭一氏　　　　　浪川誠氏

	タイトル
	農業との取組み

	内容
	古屋 圭一  （フィールド技術研究所　代表）
「農産品がどこでも作れる時代へ！〜IoT農業革命事業〜」

長年大手企業の水耕栽培や植物工場の指導を行ってきておられます。今の植物工場はかなりの規模なシステムが必要でそれなりのコストもかかっていますが、フィールド技術研究所では今後、場所や規模を問わず、どんな種類の農産物でも作れることを目指し、IoTを駆使して植物栽培の基盤システムの開発を行い“世界の食物不足をなくすこと”を目指すとの事でした。小型水耕栽培システムと種から育てるいちご水耕栽培の事業案をご紹介頂きました。
浪川 誠　（有限会社GFK　代表）
「みんなが幸せになれる農場を目指して～背伸びしない観光農園と障がい者雇用～」

千葉県生まれ。高校卒業後2年間オーストラリアへ留学した後、千葉市内の肥料屋に3年、東京大田市場の仲卸店へ2年勤務し、25才で就農。実家が6.000㎡の水耕栽培農家で、サンチュやハーブ、レタス類、空芯菜等を周年で生産しておられます。大手航空会社子会社と提携し、障がい者に農作業の場を提供しています。また自ら障がい者も4名雇用し、働きやすい職場つくりを目指しておられます。近年は自家栽培の野菜と、地元産の野菜や豚肉の認知度アップを目標に掲げ、農園内での収穫体験付き食べ放題BBQも開催し、普段は野菜を食べない子供たちがサンチェをバクバク食べる様子を紹介頂きました。
セミナー後の参加者同士の情報交換も、大変盛り上がり、終了予定の16;30を超えても帰る方がいない程でした。
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